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a.古曽部 。芝谷遺跡

溝 1(東 lH」から)

溝 1(〒菊狽1か ら)

b.古曽部・芝谷遺跡
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古曽部・芝谷遺跡 溝 2(西側から)
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b.古曽部・芝谷遺跡 溝 2(南側から)
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a.梶原古墳群 第 8調査区全景 (北側から)
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b.梶原古墳群 12号墳石室 (南側から)



図

版

第

２３

・BM・学
=
―ゞ|エ

(F有狽Jから)a.梶原古墳群 13号墳玄室

梶原古墳群 13号墳玄室内遺物出土状況
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梶原古墳群 14号墳石室 (南側から)

b.梶原古墳群 15号墳石室 (南側から)
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窯 3(左) 窯 4(右 )
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a.梶原瓦窯跡 窯 4
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a,梶原瓦窯跡  7世紀上層遺構
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b.梶原瓦窯跡 7世紀下層遺構

1程1導i韓||=

手義響4 一一
一
・

一オ

一．一一

！／
■
・
　

（

導一ゴ

打
十

´

卜

れ

■

，
お
●
輩
上
、

一磐
IⅢ Ⅲ,|・聰



図

版

第

２８

マツ (木日)× 35 カシ類 (木日)× 35 Cヽ日)× 35

マツ (柾日)× 340 カシ類 (板目)× 35 コナラ (板日)× 35

サカキ (木日)X35 サカキ (柾 目)× 35 サカキ (板 目)× 35
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ヤナギ属 (木日)× 35
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シキミ (木日)× 35 エゴノキ (木日)× 35

ヤナギ属 (柾目)× 85 エゴノキ (柾日)× 35

ヤナギ属 (板目)× 85 エゴノキ (板目)
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シイノキ属 (板目)× 35
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クヌギ (木日)× 35ヒサカキ (木日)× 85 クヌギ (板日)× 35

ヒサカキ (柾目)× 85 シイノキ属 (木日)X35

ヒサカキ (板目)× 35 サクラ (木日)× 35
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サクラ (板目)× 35
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刀子 (3～ 6)斧 (8,9)釘 (16～21)
用途不明品 (24～30)未製品 (31)
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盗静,

奈良・平安時代の鉄製品
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奈良 。平安時代の鉄製品 斧 (10)紡錘車 (12)鍵 (13)鋳鍛造関連遺物 (34～ 43)
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a.単弁蓮華文軒丸瓦

b。 同上 (裏面)
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a.接合粘土に残る丸瓦の布目
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b.複弁蓮華文軒丸瓦
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